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令和８年小樽市議会第２回定例会  

市   長   提   案   説   明  

 

令 和 ８ 年 第 ２ 回 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 た だ 今 上 程 さ れ ま し た 各 案 件

に つ い て 提 案 理 由 の 説 明 を 申 し 上 げ る の に 先 立 ち 、 今 定 例 会 が 私 に と り

ま し て 任 期 ２ 期 目 の 締 め く く り と な り ま す の で 、 こ の ４ 年 間 の 市 政 運 営

を振り返り、一言申し述べさせていただきます。  

 

市 制 施 行 １ ０ ０ 周 年 と い う 節 目 の 年 に ス タ ー ト し た 今 任 期 は 、 夢 と 希

望 を 感 じ ら れ る ま ち づ く り を 進 め 、 次 の １ ０ ０ 年 に 向 け た ま ち の 礎 を 築

く た め 、 様 々 な 行 政 課 題 の 解 決 に 向 け て 、 全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま し

た。  

中 で も 、 人 口 減 少 対 策 に つ い て は 最 重 要 課 題 と 位 置 付 け 、 社 会 減 に 歯

止 め を か け る 視 点 か ら 、 子 育 て 環 境 の 充 実 や 、 「 港 」 や 「 歴 史 」 な ど の

本 市 の 強 み を 活 か し て ま ち の 魅 力 を 高 め 、 人 や 企 業 を 呼 び 込 む ま ち づ く

りに力を入れてまいりました。  

ま た 、 市 民 の 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し を 維 持 す る た め 、 夏 の 暑 さ や 、 人 手

不 足 の ほ か 、 オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム な ど 、 本 市 が 直 面 す る 新 た な 課 題 に も

対応してまいりました。  

こ う し た 課 題 の 解 決 に 向 け て こ の ４ 年 間 に 実 施 し た 主 な 取 組 に つ い て 、

市 政 執 行 の 基 本 方 針 に 掲 げ る 「 人 口 対 策 」 、 「 次 世 代 を 見 据 え た ま ち づ

くり」、「魅力を活かしたまちづくり」、「活力を生み出すまちづくり」、

「 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り 」 、 「 暮 ら し を 支 え る ま ち づ く り 」 の ６ つ の

視点に沿って申し上げます。  

は じ め に 、 視 点 の 一 つ 目 、 「 人 口 対 策 」 に つ い て は 、 「 子 育 て 」 「 し

ごと」「移住」を３つの柱として取組を進めました。  
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ま ず 、 「 子 育 て 」 に 関 し ま し て は 、 保 育 料 の 引 き 下 げ と 第 ２ 子 以 降 の

無 償 化 や 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 利 用 手 数 料 の 無 償 化 、 さ ら に は 、 子 ど も の 医

療 費 の 無 償 化 の 拡 大 な ど 家 計 負 担 の 軽 減 を 進 め る と と も に 、 保 護 者 の 送

迎 を 考 慮 し た 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 開 設 時 間 の 拡 大 、 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー

の設置による相談支援体制の充実や、先進不妊治療費助成の開始のほか、

産 後 ケ ア 事 業 や 子 ど も の 健 診 の 拡 充 な ど 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で の 切

れ目のない支援の充実に努めました。  

ま た 、 昨 年 １ ２ 月 に ウ イ ン グ ベ イ 小 樽 に 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 「 お

や こ の 集 い の 場 」 を 開 設 し た ほ か 、 来 年 ８ 月 の オ ー プ ン を 目 指 し 小 樽 公

園 に 大 型 複 合 遊 具 な ど を 設 置 す る 再 整 備 に 着 手 す る な ど 、 子 ど も の 居 場

所 の 充 実 に も 力 を 入 れ て ま い り ま し た 。 さ ら に 、 全 小 中 学 校 の 校 舎 等 の

耐 震 化 を 完 了 し 、 普 通 教 室 に 冷 房 設 備 を 整 備 し た ほ か 、 ト イ レ の 洋 式 化

を 進 め る な ど 、 児 童 生 徒 の 安 全 確 保 や 教 育 環 境 の 改 善 に 努 め た と こ ろ で

あります。  

「 し ご と 」 に 関 し ま し て は 、 市 内 で 新 た に 創 業 す る 方 へ の 「 創 業 支 援

補 助 金 」 に つ い て 、 従 来 の 移 住 者 加 算 に 加 え 、 新 た に 若 者 加 算 を 設 け る

と と も に 、 創 業 の 機 運 を 醸 成 す る セ ミ ナ ー を 実 施 い た し ま し た 。 ま た 、

人材確保に向け、市内企業の魅力発信や認知度向上の支援に努めたほか、

保育や介護人材の定着を図る取組を進めました。  

「移住」に関しましては、「移住・起業『ひと旗』サポートセンター」

を 小 樽 商 工 会 議 所 内 に 開 設 し 、 移 住 に 関 わ る 様 々 な 相 談 を ワ ン ス ト ッ プ

で 行 う と と も に 、 移 住 支 援 金 や 、 三 世 代 同 居 ・ 近 居 を す る 方 の 住 宅 取 得

に 対 す る 補 助 な ど に よ り 、 移 住 の 促 進 に 努 め ま し た 。 ま た 、 Ｆ Ｍ ラ ジ オ

局 と 連 携 し た 小 樽 の 魅 力 発 信 や 、 親 子 で の ワ ー ケ ー シ ョ ン な ど 、 関 係 人

口 の 創 出 を 図 る 事 業 を 開 始 し た ほ か 、 地 域 お こ し 協 力 隊 の 導 入 を 進 め て

いるところであります。  
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次に視点の二つ目、「次世代を見据えたまちづくり」については、「ゼ

ロ カ ー ボ ン シ テ ィ ・ 小 樽 市 」 の 実 現 に 向 け た 取 組 と し て 、 市 有 施 設 の 照

明 設 備 の 計 画 的 な Ｌ Ｅ Ｄ 化 や 、 家 庭 や 企 業 で の 省 エ ネ を は じ め と す る 脱

炭 素 の 取 組 を 促 す 事 業 を 進 め た ほ か 、 行 政 手 続 の オ ン ラ イ ン 化 や 、 市 役

所 及 び 施 設 窓 口 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 導 入 な ど 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し

た行政サービスの利便性向上に努めました。  

ま た 、 庁 内 を 横 断 し た 政 策 形 成 機 能 と 民 間 事 業 者 等 と の 連 携 強 化 を 担

う 「 総 合 政 策 部 」 を 新 設 し 、 複 雑 ・ 多 様 化 す る 行 政 ニ ー ズ へ 対 応 す る た

め民間との協働により取組を進めているところであります。  

公 共 施 設 等 の 老 朽 化 対 策 と 将 来 に 向 け た 最 適 化 と し ま し て は 、 保 健 所

や 勤 労 女 性 セ ン タ ー な ど の 行 政 機 能 を ウ イ ン グ ベ イ 小 樽 に 移 転 集 約 し た

ほ か 、 市 民 会 館 の 大 規 模 改 修 や 、 新 総 合 体 育 館 整 備 事 業 の 再 入 札 に 向 け

た検討などを進めております。  

次 に 視 点 の 三 つ 目 、 「 魅 力 を 活 か し た ま ち づ く り 」 に つ い て は 、 官 民

で 連 携 し 、 本 市 の 強 み で あ る 「 歴 史 」 や 「 港 」 を 活 か す 取 組 を 続 け て き

たことが、大きく実を結びました。  

ま ず 、 「 歴 史 」 に 関 し ま し て は 、 悲 願 達 成 に 向 け た 関 係 者 の 皆 様 の 熱

意 に よ り 「 北 海 道 の 『 心 臓 』 と 呼 ば れ た ま ち ・ 小 樽 」 が 本 市 単 独 の 日 本

遺 産 に 認 定 さ れ 、 ま た 、 小 樽 市 歴 史 的 風 致 維 持 向 上 計 画 が 道 内 で 初 め て

国 の 認 定 を 受 け た ほ か 、 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店 が 民 間 の 運 営 ノ ウ

ハ ウ を 導 入 し て リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン し 、 旧 北 海 製 罐 小 樽 工 場 第 ３ 倉 庫

でのイベント開催などと併せて、北運河地区の活性化を図っております。 

ま た 、 宿 泊 客 数 が 増 加 す る 中 で 欠 か す こ と の で き な い 夜 の 観 光 の 魅 力

づ く り と し て 、 市 内 に 点 在 す る 歴 史 的 建 造 物 な ど の ラ イ ト ア ッ プ を 灯 で

繋 ぎ 、 観 光 客 が 夜 に 周 遊 で き る 仕 掛 け づ く り に 着 手 し た と こ ろ で あ り ま

す。  



- 4 - 

 

「 港 」 に 関 し ま し て は 、 市 内 中 心 部 に 近 い 第 ３ 号 ふ 頭 及 び 周 辺 地 区 の

再開発を進め、大型クルーズ船対応施設を整備するとともに、民間によっ

て イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 機 能 を 有 し た 商 業 施 設 が 整 備 さ れ 、 新 た な に ぎ わ

い が 生 ま れ た こ と で 、 令 和 ７ 年 １ 月 に は 日 本 港 湾 協 会 か ら 「 ポ ー ト オ ブ

ザ イ ヤ ー ２ ０ ２ ４ 」 を 受 賞 い た し ま し た 。 ま た 、 本 年 ４ 月 に 供 用 を 開 始

し た 「 お た る ポ ー ト ス ク エ ア 」 で は 国 の 「 み な と 緑 地 Ｐ Ｐ Ｐ 制 度 」 を 活

用 し 、 飲 食 店 の 開 業 や イ ベ ン ト の 開 催 な ど 、 現 在 、 官 民 連 携 に よ る に ぎ

わい空間の創出を進めています。  

次に視点の四つ目、「活力を生み出すまちづくり」については、まず、

観 光 地 域 づ く り と 誘 客 促 進 と し ま し て は 、 小 樽 観 光 協 会 と 連 携 し 、 夜 の

観 光 振 興 の 取 組 や 閑 散 期 対 策 、 国 内 外 で の 誘 致 活 動 を 進 め る と と も に 、

「 小 樽 お も て な し 認 証 制 度 」 の 創 設 や 、 ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ズ ム 推 進

に 向 け た 取 組 な ど を 行 い ま し た 。 ま た 、 今 年 度 か ら 導 入 し た 宿 泊 税 を 活

用 し 、 小 樽 観 光 協 会 が 地 域 Ｄ Ｍ Ｏ と し て 実 施 す る 観 光 地 経 営 戦 略 へ の 総

合 的 な 支 援 を 行 な う と と も に 、 市 民 生 活 と 調 和 し た 持 続 可 能 な 観 光 地 域

づ く り の た め の オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム 対 策 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ り

ます。  

さ ら に は 、 用 途 規 制 を 緩 和 し 、 民 間 投 資 を 呼 び 込 む こ と で 地 域 の 活 性

化 を 図 る た め 天 狗 山 地 区 、 祝 津 地 区 を 対 象 と し た 「 観 光 開 発 計 画 」 の 策

定に着手しました。  

こ の ほ か 、 企 業 誘 致 を 推 進 す る た め 、 産 業 展 へ の 出 展 や 設 備 投 資 動 向

に 基 づ く 企 業 訪 問 な ど の 継 続 的 な 誘 致 活 動 に 努 め た ほ か 、 港 湾 機 能 を 生

か し た 経 済 活 性 化 を 推 進 す る た め 、 ク ル ー ズ 船 の 誘 致 活 動 や 、 物 流 促 進

に 向 け た ポ ー ト セ ー ル ス 、 フ ェ リ ー 航 路 の 利 用 促 進 事 業 を 実 施 い た し ま

した。  

次 に 視 点 の 五 つ 目 、 「 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り 」 に つ い て は 、 後 志 管
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内 ３ つ の 消 防 本 部 が 共 同 運 用 す る 「 後 志 共 同 消 防 指 令 セ ン タ ー 」 の 運 用

を 開 始 し た ほ か 、 気 候 変 動 や 災 害 へ の 備 え と し て 、 公 共 施 設 へ の 冷 房 設

備 の 整 備 や 、 道 路 の 溢 水 対 策 、 避 難 所 の 備 蓄 品 整 備 な ど を 進 め る と と も

に 、 予 防 保 全 の 視 点 を 持 っ た 効 率 的 な 除 排 雪 や 、 ま ち な か の 暮 ら し と 観

光に配慮した除排雪の充実に努めました。  

支 援 を 必 要 と す る 方 々 へ の サ ポ ー ト と し ま し て は 、 ひ と り 親 家 庭 や 生

活 困 窮 世 帯 の 生 徒 を 対 象 と し て 実 施 す る 学 習 支 援 の 対 象 学 年 の 拡 大 や オ

ンライン指導の導入を進めたほか、医療的ケア児に対する支援の拡充や、

市 内 の 救 急 医 療 体 制 を 確 保 す る た め 、 二 次 救 急 を 担 う 公 的 病 院 へ の 支 援

に取り組みました。  

さ ら に は 、 議 会 か ら の ご 提 言 を い た だ き 、 ご 家 族 が 亡 く な ら れ た 際 に

必 要 と な る 各 種 手 続 の た め の 専 用 窓 口 「 お く や み 窓 口 」 を 開 設 し 、 手 続

きのワンストップ化により利便性の向上に努めました。  

こ の ほ か 、 市 街 地 に 出 没 す る ヒ グ マ に よ る 被 害 を 防 止 す る た め 、 「 小

樽 市 ヒ グ マ ゾ ー ニ ン グ 計 画 」 を 策 定 し 、 ゾ ー ニ ン グ 管 理 に 基 づ く 捕 獲 や

緊急銃猟に必要な体制を整えたところであります。  

次 に 視 点 の 六 つ 目 、 「 暮 ら し を 支 え る ま ち づ く り 」 に つ い て は 、 市 民

の 健 康 づ く り と し て 、 歯 周 病 検 診 を 新 た に 実 施 す る と と も に 、 が ん 検 診

や 国 民 健 康 保 険 加 入 者 の 特 定 健 康 診 査 の 受 診 率 向 上 の 取 組 の ほ か 、 北 海

道 済 生 会 が 行 う 「 ウ イ ン グ ベ イ ・ ウ ォ ー キ ン グ 」 と 連 携 し て ポ イ ン ト を

付与する事業などを行いました。  

地 域 活 動 へ の 支 援 と し ま し て は 、 街 路 防 犯 灯 設 置 に 係 る 補 助 の 上 限 額

を 引 き 上 げ た ほ か 、 町 会 の デ ジ タ ル 化 の 推 進 や 防 災 活 動 等 に 対 す る 支 援

を拡充してまいりました。  

住 環 境 の 整 備 と し ま し て は 、 市 営 の 塩 谷 Ｂ 住 宅 の 建 替 等 を 進 め て い る

ほ か 、 社 会 情 勢 の 変 化 に 対 応 し た 用 途 地 域 等 の 見 直 し に 着 手 い た し ま し
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た。  

また、公共交通を維持するため、バス事業者への補助を継続したほか、

バ ス 路 線 廃 止 の 動 き に 速 や か に 対 応 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 導 入 に 向 け

た準備を進めております。  

以上、この４年間における主な取組を申し上げました。  

少 子 化 の 進 行 や 、 建 設 費 が 高 騰 す る 中 で の 公 共 施 設 等 の 老 朽 化 対 策 な

ど の 課 題 は 残 る も の の 、 近 年 、 社 会 減 が 抑 制 傾 向 に あ る こ と に 加 え 、 新

た な 観 光 施 設 や 宿 泊 施 設 が 開 業 し 、 観 光 入 込 客 数 や 宿 泊 客 数 が 好 調 で あ

る ほ か 、 特 に 銭 函 地 区 で の 企 業 立 地 が 順 調 に 推 移 す る な ど 、 人 に も 企 業

に も 選 ば れ る 、 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 前 に 進 め る こ と が で き た も の と

感じているところであります。  

こ れ ま で の 市 政 の 運 営 に 当 た り 、 議 員 の 皆 様 を は じ め 、 多 く の 市 民 の

皆 さ ん か ら 御 理 解 と 御 協 力 を い た だ き ま し た こ と に 、 心 か ら 感 謝 申 し 上

げます。  

 

そ れ で は 、 た だ 今 上 程 さ れ ま し た 各 案 件 に つ い て 、 提 案 理 由 の 概 要 を

説明申し上げます。  

初 め に 、 議 案 第 １ 号 及 び 議 案 第 ２ 号 の 令 和 ８ 年 度 各 会 計 補 正 予 算 に つ

いて説明申し上げます。  

ま ず 、 議 案 第 １ 号 、 一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な も の と い た し ま し て は 、

平 成 ２ ５ 年 生 活 扶 助 基 準 改 定 に 関 す る 最 高 裁 判 所 判 決 へ の 対 応 と し て 、

対 象 と な る 方 々 へ 速 や か に 生 活 保 護 費 等 の 追 加 給 付 を 行 う た め 、 関 連 事

業に係る必要な経費を計上いたしました。  

そ の ほ か 、 ク ル ー ズ 船 社 の 小 樽 港 へ の 視 察 希 望 に 応 え る た め 、 青 森 県

及 び 函 館 市 と の 連 携 招 請 事 業 に 参 画 す る 「 海 外 ク ル ー ズ 船 社 等 招 請 事 業

費」など、所要の補正を計上いたしました。  
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こ れ ら に 対 す る 財 源 と い た し ま し て は 、 国 ・ 道 支 出 金 、 寄 附 金 、 繰 入

金、諸収入、市債を計上いたしました。  

以 上 の 結 果 、 一 般 会 計 に お け る 補 正 額 は 、 ６ 億 ３ ， ６ ９ ３ 万 ９ ， ０ ０

０ 円 の 増 と な り 、 財 政 規 模 は 、 ６ ８ ７ 億 ３ ， １ ６ ６ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 と な

りました。  

次 に 、 議 案 第 ２ 号  病 院 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ き ま し て は 、 小 樽 市 立

病 院 で 実 施 す る 低 線 量 Ｃ Ｔ 肺 が ん 検 診 実 証 事 業 に 係 る 経 費 と し て 、 所 要

の補正を計上いたしました。  

 

続 き ま し て 、 議 案 第 ３ 号 か ら 議 案 第 １ ３ 号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ます。  

議 案 第 ３ 号  市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 地方

税法の一部改正に伴い、個人の市民税の特定暗号資産取引に係る課税

の特例を新設するとともに、一定の太陽光発電設備及び風力発電設備

並びに改修特別特定建築物の固定資産税等の特例措置の特例率を定め

るほか、固定資産税の免税点を引き上げるなど、税制改正に伴う所要

の改正を行うものであります。  

議案第４号  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 及び 議案第５号  家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例案につきましては、 いずれもそれぞれの基準府令の一部改

正に伴い、改正後の基準府令のとおり適用するもの であります。  

議案第６号  産業廃棄物等処分事業設置条例等の一部を改正する条

例案につきましては、 地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正を行

うものであります。  

議案第７号  消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案
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につきましては、 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政

令の一部改正に伴い、葬祭補償の額を改定するもの であります。  

議案第８号から議案第１２号までの工事請負契約につきましては、  

若竹地区防波堤改良工事 、第３号ふ頭小型船だまり整備工事 、色内ふ

頭護岸改良工事、 小樽公園園路広場等整備工事及び小樽公園遊具広場

整備工事の請負契約を締結するものであります。  

議案第１３号  工事請負変更契約につきましては、 旧保健所・旧総

合福祉センター解体工事の請負変更契約を締結するもの であります。  

 

次に、専決処分報告についてでありますが、報告第１号につきまし

ては、地方税法の一部改正に伴い、軽自動車税の環境性能割の廃止な

ど、税制改正に伴う所要の改正を行うため、市税条例等の一部を改正

する条例を令和８年３月３１日に専決処分したもの であります。  

報告第２号につきましては、国が特例として令和８年度分の介護保

険料の減免の対象となる者として示した被保険者について、申請によ

らずに保険料を減免することができることとするため、介護保険条例

の一部を改正する条例を令和８年５月２２日に専決処分したもの であ

ります。  

 

以 上 、 概 括 的 に 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 何 と ぞ 原 案 ど お り 御 可 決 、

御承認賜りますようお願い申し上げます。  


